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政
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情
報

条
例
に
よ
る
水
資
源
の
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全
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例
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内
藤
　
　
悟

第
一
に
水
資
源
の
質
的
・
量
的
な
保
全
を
図

る
た
め
に
は
、
表
流
水
に
し
て
も
地
下
水
・
湧

水
に
し
て
も
水
質
・
水
量
に
影
響
を
及
ぼ
す
可

能
性
が
あ
る
周
辺
の
土
地
利
用
の
制
限
が
必
要

と
な
る
。
水
道
水
源
保
護
条
例
に
見
ら
れ
る
よ

う
に
、
住
民
の
生
命
・
身
体
に
関
わ
る
上
水
道

水
源
に
影
響
を
及
ぼ
す
一
定
の
区
域
内
で
の
土

地
利
用
規
制
手
法
が
考
え
ら
れ
る
。
土
地
の
改

変
等
の
開
発
行
為
や
、
廃
棄
物
処
理
施
設
、
採

石
場
、
砂
利
採
取
場
等
の
立
地
を
条
例
に
基
づ

い
て
原
則
、
許
可
制
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
水

道
水
源
保
護
は
水
道
事
業
を
行
う
自
治
体
に
は

共
通
す
る
課
題
で
あ
り
、
国
法
に
よ
る
水
道
水

源
保
護
が
不
十
分
な
中
、
こ
れ
ま
で
も
条
例
を

制
定
す
る
自
治
体
が
多
数
あ
り
、
そ
の
適
法
性

を
め
ぐ
る
裁
判
事
例
も
あ
る
が
、
条
例
の
適
法

性
は
認
め
ら
れ
て
い
る
（
注
6
）。
一
部
に
は

水
質
汚
濁
防
止
法
に
準
じ
て
届
出
制
と
濃
度
に

よ
る
排
水
規
制
、
命
令
等
の
組
合
せ
が
あ
る
。 

第
二
に
、
対
象
地
の
公
有
地
化
で
あ
る
。
自

治
体
が
対
象
地
の
権
利
を
取
得
す
る
こ
と
は
、

土
地
利
用
を
制
御
す
る
上
で
は
最
も
確
実
な
手

法
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
に
も
廃
棄
物
処
理
施
設

の
立
地
等
で
紛
争
が
生
じ
た
土
地
を
自
治
体
が

公
有
地
化
を
図
っ
た
事
例
、
ま
た
、
水
道
事
業

に
お
い
て
上
流
域
の
林
地
を
自
治
体
が
公
有
地

化
す
る
事
例
な
ど
は
古
く
か
ら
実
績
が
あ
り
現

在
も
進
展
し
て
い
る
（
注
7
）。
第
三
に
、
水

資
源
の
中
で
も
地
下
水
量
を
保
全
す
る
た
め
の

地
下
水
採
取
等
の
制
御
で
あ
る
。
国
法
の
規
制

が
な
い
中
で
、
古
く
か
ら
自
治
体
が
独
自
に
ル

ー
ル
を
整
備
し
た
も
の
で
あ
り
、
当
初
は
地
盤

沈
下
対
策
が
主
で
あ
っ
た
が
次
第
に
水
質
、
涵

養
等
も
対
象
と
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

地
盤
沈
下
は
国
内
で
は
沈
静
化
し
て
き
て
い
る

が
新
た
な
水
資
源
保
全
の
対
応
と
し
て
も
改
め

て
注
目
さ
れ
る
。 

第
四
に
、
届
出
制
に
よ
り
土
地
売
買
の
実
態

を
事
前
に
把
握
し
、
行
政
指
導
を
中
心
と
し
て

他
法
に
基
づ
き
土
地
利
用
の
適
正
化
を
図
る
手

法
が
ま
ち
づ
く
り
条
例
等
で
導
入
さ
れ
て
き

た
。
た
だ
し
、
水
資
源
保
全
に
お
い
て
は
水
資

源
に
直
接
関
与
す
る
も
の
で
は
な
く
土
地
売
買

契
約
の
効
力
に
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
も
な

く
、
手
法
と
し
て
は
間
接
的
で
あ
り
行
政
指
導

の
限
界
が
あ
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
第
五

に
、
河
川
法
に
よ
る
河
川
管
理
者
と
は
異
な
る

観
点
か
ら
河
川
流
域
単
位
で
の
水
環
境
保
全
を

図
る
手
法
が
あ
る
。
流
域
に
お
け
る
一
定
の
規

制
、
事
業
実
施
、
普
及
啓
発
等
を
新
た
な
計
画
・

指
針
に
基
づ
き
総
合
的
に
実
施
す
る
も
の
で
あ

る
。
水
資
源
に
は
広
く
関
わ
る
が
、水
質
保
全
、

河
川
美
化
、
自
然
環
境
保
全
、
治
水
対
策
、
河

川
敷
利
用
等
様
々
な
目
的
が
あ
る
。 

Ⅳ　

こ
れ
ま
で
の
条
例
制
定
状
況
と
分
類 

今
次
の
外
国
資
本
に
よ
る
森
林
買
収
が
取
り

上
げ
ら
れ
た
平
成
22
年
か
ら
平
成
24
年
8
月
現

在
で
全
国
の
都
道
府
県
、
市
町
村
に
お
け
る
水

資
源
の
保
全
に
係
る
条
例
制
定
状
況
は
表
1
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
現
在
ま
で
の
制
定
事
例

を
で
は
政
策
手
法
か
ら
整
理
す
る
と
概
ね
次
の

と
お
り
で
あ
る
。 

第
一
に
事
前
届
出
型
で
あ
る
。
行
政
に
対
す

る
事
前
届
出
を
義
務
付
け
行
政
指
導
を
中
心
と

し
て
土
地
利
用
の
適
正
化
を
図
る
も
の
で
あ

る
。「
北
海
道
水
資
源
の
保
全
に
関
す
る
条
例
」

（
以
下
、「
北
海
道
条
例
」
と
い
う
。）
を
先
駆

け
と
し
て
、
埼
玉
県
、
群
馬
県
で
の
条
例
化
が

続
い
て
お
り
、
こ
の
ほ
か
に
も
複
数
の
県
条
例

が
検
討
中
と
さ
れ
る
。
第
二
に
地
下
水
採
取
規

制
型
で
、
地
下
水
の
水
量
保
全
を
目
的
と
し
て

採
取
を
許
可
制
ま
た
は
届
出
制
と
す
る
も
の
で

あ
る
。
従
来
か
ら
の
地
下
水
規
制
条
例
に
も
あ

り
新
た
な
手
法
で
は
な
い
が
、
今
次
の
森
林
買

収
に
対
す
る
市
町
村
の
対
応
で
は
多
く
が
こ
の

型
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、「
徳
島
県
海

陽
町
ふ
る
さ
と
の
水
を
守
る
条
例
」
で
は
、
地

下
水
採
取
規
制
と
と
も
に
、
普
通
河
川
に
お
け

る
湧
水
の
採
取
も
規
制
す
る
な
ど
、
水
資
源
の

賦
存
状
況
に
合
わ
せ
て
規
制
対
象
を
拡
大
し
て

い
る
。

第
三
に
複
合
型
と
し
て
、
改
正
さ
れ
た
「
熊

本
県
地
下
水
保
全
条
例
」（
以
下
、「
熊
本
県
条

例
」
と
い
う
。）
で
は
、
水
量
保
全
の
た
め
の

採
取
規
制
と
し
て
、許
可
制
と
届
出
制
の
ほ
か
、

水
質
保
全
、
涵
養
、
使
用
合
理
化
な
ど
水
資
源

（
地
下
水
）
に
か
か
る
総
合
的
な
対
策
を
規
定

す
る
。
さ
ら
に
条
例
上
の
根
拠
は
な
い
が
、
熊

本
県
及
び
熊
本
市
は
地
下
水
保
全
に
か
か
る
行

政
計
画
を
策
定
し
て
お
り
、
計
画
に
基
づ
く
総

合
的
な
手
法
が
導
入
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、「
北

海
道
東
川
町
美
し
い
東
川
の
風
景
を
守
り
育
て

る
条
例
」
の
例
で
は
、
改
正
に
お
い
て
地
下
水

保
全
を
規
定
し
、
水
質
保
全
の
た
め
の
届
出
制

と
と
も
に
、
水
量
保
全
の
た
め
の
許
可
制
及
び

届
出
制
を
導
入
し
て
い
る
。
ま
た
、
地
下
工
事

に
よ
る
地
下
水
へ
の
影
響
も
規
制
対
象
と
す
る

な
ど
、
地
下
水
採
取
規
制
型
と
も
異
な
る
手
法

を
も
つ
。

第
四
に
指
針
型
と
し
て
「
尾
花
沢
市
水
環
境

保
全
条
例
」
の
例
が
あ
る
。
条
例
は
訓
示
規
定

の
み
で
規
制
的
条
項
を
も
た
な
い
が
、
条
例
制

定
後
に
市
は
水
源
林
を
公
有
地
化
す
る
な
ど
、

施
策
の
指
針
と
し
て
の
性
質
を
持
つ
も
の
と
な

っ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
制
定
状
況
か
ら
分
類

を
試
み
た
が
、
制
定
検
討
中
の
事
例
も
多
く
前

【市町村条例】

【都道府県条例】

北海道
北海道
山形県
山梨県
山梨県
長野県
長野県
奈良県
鳥取県
鳥取県
徳島県
宮崎県

北海道
埼玉県
群馬県
熊本県

平成24年　3月
平成 24年　3月
平成 24年　6月
平成 24年　3月

ニセコ町地下水保全条例
東川町美しい東川の風景を守り育てる条例（改正）
尾花沢市水環境保全条例
富士吉田市地下水保全条例
忍野村地下水資源保全条例（改正）
佐久市地下水保全条例
立科町地下水保全条例
曽爾村水資源保全条例
日南町地下水保全条例
大山町地下水保全条例
海陽町ふるさとの水を守る条例
小林市水資源保全条例

北海道水資源の保全に関する条例
埼玉県水源地域保全条例
群馬県水源地域保全条例
熊本県地下水保全条例（改正）

平成23年　4月
平成 23年　6月
平成 23年　9月
平成 22年　9月
平成 23年 10月
平成 24年　7月
平成 24年　6月
平成 24年　3月
平成 23年 12月
平成 24年　3月
平成 24年　7月
平成 23年　7月

表1　平成22年以降の水資源の保全に関与する主な条例の制定
及び改正

は
じ
め
に 

平
成
22
年
の
北
海
道
の
調
査
で
明
ら
か
に
な

っ
た
外
国
資
本
に
よ
る
森
林
買
収
は
、
そ
の
後

の
林
野
庁
の
調
査
で
は
全
国
に
拡
大
し
て
い
る

こ
と
が
判
明
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
ア
ジ
ア
の

経
済
情
勢
を
踏
ま
え
る
と
今
後
も
買
収
は
続
く

と
み
ら
れ
る
（
注
１
）。
こ
れ
に
対
し
て
全
国

の
自
治
体
で
は
水
資
源
の
保
全
を
目
的
と
し
た

新
た
な
条
例
制
定
・
改
正
が
続
い
て
お
り
、
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
実
施
中
、
制
定
検
討
中

の
自
治
体
に
つ
い
て
も
報
道
が
続
い
て
い
る
。

水
資
源
を
め
ぐ
っ
て
は
、
古
く
は
公
害
対
策
の

時
代
か
ら
現
在
ま
で
、地
域
特
性
に
応
じ
て
様
々

な
条
例
が
制
定
さ
れ
て
き
た
が
、
本
稿
で
は
こ

れ
ら
を
踏
ま
え
今
次
の
森
林
買
収
に
端
を
発
す

る
新
た
な
条
例
に
よ
る
対
応
状
況
を
紹
介
す
る
。 

Ⅰ　

条
例
制
定
の
背
景 

水
資
源
を
め
ぐ
る
近
年
の
大
き
な
変
化
の
一

つ
は
水
ビ
ジ
ネ
ス
の
拡
大
で
あ
る
。
平
成
2 

年
代
か
ら
、
21
世
紀
は
水
の
時
代
と
な
り
、
水

が
経
済
的
な
価
値
を
持
ち
、
紛
争
の
原
因
に
も

な
る
と
い
う
こ
と
が
国
際
機
関
な
ど
か
ら
警
告

さ
れ
て
も
い
た
が
、
世
界
的
に
水
ビ
ジ
ネ
ス
は

急
激
に
拡
大
し
、
国
内
の
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ

ー
の
生
産
量
・
輸
入
量
は
平
成
20
年
に
は
昭
和

43
年
比
で
30
倍
ま
で
拡
大
し
た
。
こ
の
よ
う
な

中
、
降
水
量
の
多
い
日
本
の
森
林
は
水
資
源
確

保
の
場
と
し
て
海
外
か
ら
注
目
さ
れ
、
ア
ジ
ア

を
中
心
し
た
外
国
資
本
に
よ
る
森
林
買
収
が
、

自
ら
の
自
治
体
の
水
資
源
の
危
機
に
つ
な
が
る

と
い
う
認
識
が
水
源
林
を
抱
え
る
自
治
体
で
広

が
り
つ
つ
あ
る
。
身
近
な
地
域
の
水
資
源
が
世

界
経
済
の
動
き
に
直
面
す
る
。
こ
れ
が
今
次
の

条
例
制
定
の
契
機
と
な
っ
て
い
る
。
但
し
、
こ

の
こ
と
は
条
例
制
定
の
立
法
事
実
と
な
る
も
の

で
は
な
い
こ
と
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
（
注

2
）。

Ⅱ　

水
資
源
と
国
法 

水
資
源
の
保
全
に
つ
い
て
国
法
の
規
定
を
概

観
し
て
み
る
と
、
日
本
の
水
資
源
は
、
多
様
な

目
的
の
個
別
法
に
よ
り
縦
割
り
に
管
理
さ
れ
、

水
資
源
に
着
目
し
て
こ
れ
を
統
合
的
に
制
御
す

る
国
法
は
な
い
。国
際
的
に
も
指
摘
を
受
け
て
、

関
係
省
庁
連
絡
会
議
や
各
省
に
よ
る
構
想
も
出

さ
れ
て
き
た
が
、
こ
れ
ま
で
法
制
度
上
の
大
き

な
改
正
は
な
か
っ
た
（
注
3
）。
特
に
、
地
下

水
に
つ
い
て
国
法
の
規
律
は
限
定
的
で
あ
り
、

過
去
に
立
法
化
の
動
き
は
あ
っ
た
も
の
の
法
律

制
定
ま
で
に
は
至
ら
ず
、
地
下
水
採
取
を
制
御

す
る
手
法
は
主
と
し
て
条
例
に
よ
り
対
応
さ
れ

て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
中
で
、
水
循
環
の
観
点

か
ら
の
基
本
法
や
地
下
水
採
取
に
関
す
る
新
た

な
規
制
に
つ
い
て
議
員
立
法
の
動
き
も
あ
る

（
注
4
）。
ま
た
、水
資
源
の
保
全
に
つ
い
て
は
、

水
の
側
面
（
水
質
、
水
量
、
水
辺
地
等
）
が
周

辺
の
土
地
（
流
域
）
か
ら
様
々
な
影
響
を
受
け

る
こ
と
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
た

が
っ
て
水
資
源
の
保
全
に
は
不
可
分
で
あ
る
こ

れ
ら
の
土
地
利
用
を
制
御
す
る
こ
と
が
重
要
に

な
る
。
し
か
し
水
資
源
に
係
る
国
法
は
こ
の
こ

と
を
明
確
に
は
規
定
し
て
い
な
い
た
め
、
土
地

に
関
す
る
諸
法
（
注
5
）
の
関
与
に
よ
り
こ
れ

ら
の
土
地
を
制
御
し
、
水
資
源
を
保
全
し
て
い

く
こ
と
に
な
る
。
た
だ
し
こ
れ
ら
の
諸
法
で
も

取
り
残
さ
れ
る
手
法
が
あ
り
、
こ
れ
ら
は
条
例

に
よ
る
対
応
と
な
る
。
一
方
、
今
回
の
森
林
買

収
の
側
面
で
あ
る
外
国
人
・
外
国
法
人
に
よ
る

土
地
に
関
す
る
権
利
取
得
に
つ
い
て
は
、
外
国

人
土
地
法
（
大
正
14
年
法
律
42
号
）
が
あ
る
が
、

現
在
必
要
な
政
令
が
制
定
さ
れ
て
お
ら
ず
機
能

し
て
い
な
い
。

次
に
こ
の
よ
う
な
国
法
の
下
で
の
地
域
に
お

け
る
条
例
に
よ
る
水
資
源
保
全
へ
の
政
策
手
法

を
見
て
み
る
。 

Ⅲ　

水
資
源
の
保
全
と
条
例
に
よ
る
政
策

手
法 
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お
わ
り
に 

以
上
、
今
次
の
外
国
資
本
の
森
林
買
収
へ
の

現
時
点
で
の
条
例
対
応
を
概
観
し
て
き
た
。
自

治
体
に
よ
る
水
資
源
の
保
全
は
、
水
質
を
中
心

と
し
た
水
環
境
行
政
、
水
需
給
に
つ
い
て
の
水

資
源
行
政
、
森
林
行
政
、
土
地
利
用
行
政
等
、

国
法
で
は
縦
割
で
あ
る
複
数
の
分
野
に
わ
た
る

政
策
を
、
自
治
体
行
政
の
総
合
性
の
観
点
か
ら

再
編
し
、
土
地
と
水
の
つ
な
が
り
を
回
復
さ
せ

る
も
の
と
言
え
る
。
森
林
買
収
と
い
う
外
部
へ

の
対
応
だ
け
で
は
な
く
、
地
域
資
源
で
あ
る
土

地
・
水
を
ど
の
よ
う
に
保
全
す
る
か
、
人
口
減

少
社
会
と
な
っ
た
今
、
す
べ
て
の
自
治
体
が
視

野
に
入
れ
る
べ
き
政
策
課
題
と
考
え
る
。 

（
注
１
）
平
成
22
年
北
海
道
及
び
林
野
庁
の
調
査
で
は
、

外
国
資
本
に
よ
る
国
内
の
森
林
買
収
が
、
平
成
18
年

〜
平
成
22
年
で
40
件
６
２
０
㌶
（
う
ち
道
内
36
件
６
０

４
㌶
）
で
あ
り
、
さ
ら
に
平
成
23
年
の
み
で
14
件
１
５

７
㌶
（
う
ち
道
内
10
件
１
０
８
㌶
）
に
達
す
る
。
農

林
水
産
省
及
び
国
土
交
通
省
の
報
道
発
表
資
料
参
照

（h
ttp
:/
/
w
w
w
.m
lit.g

o
.jp
/
re
p
o
rt/

p
r
e
s
s
/
t
o
t
ik
e
n
s
a
n
g
y
o
0
5
_

h
h
_0
0
0
0
1
4
.h
tm
l

）。  

（
注
2
）
現
時
点
で
外
国
資
本
に
よ
る
森
林
等
買
収
後
、

そ
の
土
地
で
水
資
源
の
枯
渇
に
つ
な
が
る
地
下
水
採

取
、
開
発
行
為
が
行
わ
れ
て
い
る
例
は
な
い
。
森
林

に
つ
い
て
土
地
取
引
前
に
情
報
を
把
握
す
る
仕
組
み

が
整
備
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
後
述
す
る
条
例
に
よ

る
事
前
届
出
の
理
由
と
な
る
。
こ
れ
に
対
し
て
水
資

源
の
賦
存
状
況
や
利
用
状
況
が
把
握
さ
れ
、
特
に
地

下
水
へ
の
依
存
度
が
高
い
地
域
に
お
い
て
は
、
地
下

水
源
の
枯
渇
等
の
可
能
性
が
高
い
こ
と
が
地
下
水
採

取
規
制
の
理
由
と
な
る
。 

（
注
3
） 

水
資
源
に
関
す
る
諸
法
は
「
水
法
」
と
し
て

体
系
づ
け
ら
れ
る
。
須
田
政
勝
『
水
法
・
国
土
保
全
法
』

山
海
堂
、
平
成
18
年
を
参
照
。
須
田
は
水
に
関
す
る

法
律
の
行
政
実
体
法
と
し
て
①
巡
水
（
水
と
環
境
）：

水
質
汚
濁
防
止
法
、
自
然
公
園
法
等
、
②
治
水
・
国

土
保
全
法
（
河
川
法
、
砂
防
法
、
森
林
法
、
災
害
対

策
基
本
法
等
）、
③
利
水
・
水
資
源
開
発
法
（
水
資
源

開
発
法
、
水
道
法
、
土
地
改
良
法
等
）、
④
そ
の
他
（
公

有
水
面
埋
立
法
、
国
土
調
査
法
等
）
を
挙
げ
る
。
こ

れ
ら
の
縦
割
り
に
つ
い
て
の
指
摘
は
O
E
C
D
編『
第

3
次
O
E
C
D
レ
ポ
ー
ト
日
本
の
環
境
政
策
』
中
央

法
規
出
版
、
平
成
23
年
、
1
0
2 

頁
以
下
参
照
。 

（
注
4
）
阿
部
泰
隆
「
地
下
水
利
用
と
保
全
」『
現
代

の
水
問
題
（
ジ
ュ
リ
ス
ト
増
刊
総
合
特
集
23
号
）』

有
斐
閣
、
昭
和
56
年
、
２
２
３
〜
２
３
１
頁
参
照
。

現
在
の
国
法
に
よ
る
地
下
水
規
制
は
、
高
度
成
長
期

の
水
需
要
の
拡
大
か
ら
地
下
水
量
保
全
の
観
点
か
ら

制
定
さ
れ
た
工
業
用
水
法
（
昭
和
31
年
法
律
１
４
６

号
）
と
、
建
築
物
用
地
下
水
の
採
取
の
規
制
に
関
す

る
法
律
（
ビ
ル
用
水
法
、
昭
和
37
年
法
律
１
０
０
号
）

の
２
法
の
み
。
な
お
「
水
循
環
基
本
法
案
」
に
つ
い

て
毎
日
新
聞
平
成
24
年
2
月
20
日
朝
刊
参
照
。
ま
た
、

自
由
民
主
党
の
議
員
に
よ
る
衆
議
院
提
出
法
案
に

「
地
下
水
利
用
の
規
制
に
関
す
る
緊
急
措
置
法
案
」

が
あ
る 

。

（
注
5
）
国
法
と
し
て
、
国
土
利
用
計
画
法
、
森
林
法
、

農
地
法
、
外
国
為
替
及
び
外
国
貿
易
法
、
文
化
財
保

護
法
、
都
市
計
画
法
、
景
観
法
、
宅
地
造
成
等
規
制
法
、

農
業
振
興
地
域
の
整
備
に
関
す
る
法
律
、
土
壌
汚
染

対
策
法
、
水
道
法
、
工
業
用
水
道
事
業
法
、
水
質
汚

濁
防
止
法
、
下
水
道
法
、
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃

に
関
す
る
法
律
、
自
然
環
境
保
全
法
、
自
然
公
園
法
、

鳥
獣
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
、
土

砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策

の
推
進
に
関
す
る
法
律
、
地
す
べ
り
等
防
止
法
、
急

傾
斜
地
の
崩
壊
に
よ
る
災
害
防
止
に
関
す
る
法
律
、
砂

防
法
、
海
岸
法
、
港
湾
法
、
工
場
立
地
法
、
鉱
業
法
、

砂
利
採
取
法
、
採
石
法
、
河
川
法
、
温
泉
法
、
旅
館

業
法
が
あ
る
。「
北
海
道
水
資
源
保
全
地
域
に
関
す
る

基
本
指
針
」
参
照
。 

（
注
6
）
旧
紀
伊
長
島
町
水
道
水
源
保
護
条
例
事
件
（
最

2
小
判
平
成
16
年
12
月
24
日
判
例
時
報
１
８
８
２
号

3
頁
）。
こ
の
事
件
の
差
戻
上
告
審
（
最
1
小
決
平
成

19
年
6
月
7
日
判
例
集
未
登
載
）
で
町
の
敗
訴
は
確

定
し
た
が
、
平
成
16
年
判
決
は
、
同
条
例
そ
の
も
の

の
適
法
性
は
認
め
て
い
る
と
い
う
の
が
一
般
的
な
理

解
で
あ
る
。
合
併
後
の
紀
北
町
は
水
道
水
源
保
護
条

例（
平
成
22
年
紀
北
町
条
例
9
号
） 

を
維
持
し
て
い
る
。 

（
注
7
）
宗
像
市
環
境
保
全
条
例
事
件
（
福
岡
地
判
平

成
6
年
3
月
18
日
判
例
タ
イ
ム
ズ
８
４
３
号
１
２
０

頁
）
で
は
立
地
規
制
型
水
道
水
源
保
護
条
例
に
類
似

す
る
同
条
例
を
違
法
無
効
と
し
事
業
者
が
勝
訴
し
た

が
、
宗
像
市
は
対
象
地
を
公
有
地
化
し
て
廃
棄
物
処

理
施
設
は
設
置
さ
れ
て
い
な
い
。

　

ま
た
、
最
近
の
水
源
林
の
公
有
化
の
拡
大
の
事

例
に
つ
い
て
は
朝
日
新
聞
平
成
24
年
5
月
27
日
朝

刊
参
照
。

（
注
8
）

北
海
道
新
聞
平
成
24
年
6
月
19
日
付
朝
刊
参
照
。 
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悟（
な
い
と
う
さ
と
る
）氏

東
北
公
益
文
科
大
学
講
師
。北
海
道
職
員
、

北
海
道
大
学
農
学
部
非
常
勤
講
師
を
経
て

現
職
。札
幌
地
方
自
治
法
研
究
会
に
は
初

期
の
頃
か
ら
参
加
。「
統
合
的
環
境
保
全
の

視
点
か
ら
見
た
地
域
に
お
け
る
水
環
境
保

全
に
関
す
る
一
考
察--

硝
酸
性
窒
素
等
に
よ

る
地
下
水
汚
染
を
例
と
し
て
」東
北
公
益
文

科
大
学
総
合
研
究
論
集
19
号
、2
0
1
0

年
な
ど
。

述
の
政
策
手
法
の
中
か
ら
新
た
な
型
も
考
え
ら

れ
る
。特
に
複
合
型
に
お
け
る
計
画
策
定
に
は
、

水
資
源
の
賦
存
状
態
を
把
握
す
る
た
め
一
定
期

間
の
調
査
も
必
要
と
な
り
、
地
下
水
へ
の
依
存

度
が
高
く
、
調
査
等
の
蓄
積
が
あ
る
熊
本
地
域

が
先
行
し
て
い
る
が
、
他
地
域
に
お
い
て
も
検

討
さ
れ
る
べ
き
手
法
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
、

東
川
町
に
見
ら
れ
る
地
下
工
事
へ
の
対
応
は
、

地
域
の
地
下
水
脈
等
の
状
況
か
ら
水
資
源
全
体

を
保
全
す
る
上
で
検
討
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。 

Ⅴ　

条
文
の
規
定 

事
前
届
出
型
と
地
下
水
採
取
規
制
型
を
対
象

に
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
項
目
を
見
て
い
く
。 

（
1
）
条
例
の
目
的
等 

北
海
道
条
例
は
、
水
資
源
保
全
施
策
を
総
合

的
に
推
進
し
、
将
来
に
わ
た
る
道
民
の
健
康
で

文
化
的
な
生
活
の
確
保
を
目
的
と
し
て
、
関
係

者
の
責
務
、
道
の
施
策
、
水
源
周
辺
の
適
正
な

土
地
利
用
確
保
の
た
め
の
必
要
な
事
項
を
定
め

る
。
道
は
法
令
事
項
で
あ
る
土
地
全
体
の
利
用

規
制
及
び
安
全
保
障
の
観
点
、
生
物
多
様
性
等

知
事
部
局
他
部
の
業
務
を
除
外
し
た
結
果
、
条

例
事
項
を
水
源
周
辺
の
土
地
所
有
の
実
態
把
握

と
し
て
い
る
。
地
下
水
採
取
規
制
型
で
は
、
熊

本
県
条
例
は
、
地
下
水
が
地
域
共
有
の
貴
重
な

資
源
で
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
、汚
染
防
止
、

適
正
採
取
、
合
理
的
使
用
、
涵
養
に
つ
い
て
必

要
な
措
置
を
講
じ
る
こ
と
に
よ
り
、
良
質
な
地

下
水
の
保
全
を
図
り
、
県
民
の
健
康
保
護
、
生

活
環
境
保
全
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

市
町
村
条
例
で
は
地
下
水
の
枯
渇
及
び
地
盤
沈

下
の
防
止
を
挙
げ
る
例
が
あ
る
。 

（
2
）
基
本
方
針
、
基
本
理
念 

事
前
届
出
型
で
は
北
海
道
条
例
の
み
の
規
定

で
、
水
資
源
保
全
の
施
策
推
進
の
基
本
的
な
４

つ
の
考
え
方
と
し
て
、
森
林
の
水
源
涵
養
機
能

の
維
持
管
理
、
安
全
・
安
心
に
利
用
で
き
る
水

資
源
確
保
に
向
け
た
常
時
監
視
や
汚
濁
負
荷
削

減
措
置
、
道
民
等
の
理
解
促
進
、
適
正
な
土
地

利
用
確
保
を
挙
げ
、
適
正
な
土
地
利
用
確
保
に

つ
い
て
水
資
源
保
全
地
域
の
基
本
的
事
項
、
地

域
指
定
に
関
す
る
事
項
、
土
地
所
有
者
等
が
配

慮
す
べ
き
事
項
を
定
め
た
「
基
本
指
針
」
を
定

め
、 

水
資
源
保
全
施
策
の
全
体
を
示
し
た
中
に

届
出

｜

助
言
か
ら
な
る
措
置
を
位
置
付
け
る
。 

地
下
水
採
取
規
制
型
の
特
徴
的
な
規
定
は
地

下
水
の
「
公
水
」
規
定
で
あ
る
。
条
文
上
「
公

共
水
」（
熊
本
県
）、「
公
の
水
」（
佐
久
市
）
な

ど
の
規
定
が
あ
る
。
た
だ
し
地
下
水
は
民
法

2
0
7
条
か
ら
土
地
の
所
有
権
に
従
属
す
る

が
一
定
の
公
的
規
制
の
対
象
と
な
り
、
現
行
法

の
下
で
は
条
例
規
定
の
有
無
に
よ
り
法
的
な
効

果
が
変
わ
る
も
の
で
は
な
い
。 

（
3
）
地
域
指
定
、
助
言
、
届
出
、
許
可
等 

北
海
道
条
例
の
特
徴
と
し
て
は
、
市
町
村
長

の
提
案
に
基
づ
く
知
事
の
地
域
指
定
が
あ
り
、

平
成
24
年
6
月
現
在
で
道
内
18
市
町
か
ら
66
か

所
の
提
案
が
あ
っ
た
（
注
8
）。「
水
資
源
保
全

地
域
」
内
で
は
、
土
地
所
有
者
等
が
当
該
土
地

に
関
す
る
権
利
移
転
等
を
す
る
契
約
を
締
結
し

よ
う
と
す
る
場
合
、
契
約
締
結
日
の
3
カ
月
前

ま
で
に
契
約
の
内
容
を
知
事
に
届
出
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
届
出
に
対
し
て
知
事
は
市
町
村
に

意
見
を
求
め
適
正
な
土
地
利
用
に
著
し
い
支
障

が
あ
る
と
認
め
る
場
合
、
届
出
者
に
土
地
の
利

用
方
法
等
を
「
助
言
」
す
る
。
こ
の
よ
う
な
届

出
に
対
す
る
指
導
に
よ
り
、
土
地
利
用
の
適
正

化
を
図
る
こ
と
が
事
前
届
出
型
の
中
心
で
あ

り
、
具
体
的
な
規
制
は
他
法
令
の
規
制
に
委
ね

ら
れ
る
。
地
下
水
採
取
規
制
型
で
は
、
地
域
指

定
（
指
定
地
域
、重
点
地
域
）
を
定
め
た
上
で
、

採
水
量
（
ポ
ン
プ
の
吐
出
口
の
断
面
積
等
）
に

よ
り
地
下
水
採
取
の
許
可
制
及
び
届
出
制
が
区

分
さ
れ
る
。 

（
4
）
実
効
性
の
確
保 

事
前
届
出
型
は
い
ず
れ
も
罰
則
は
な
く
、
実

効
性
確
保
の
た
め
土
地
所
有
者
等
に
対
す
る

「
報
告
徴
収
」
等
、「
勧
告
」、「
公
表
」
を
規 

定
す
る
。
埼
玉
県
水
源
地
域
保
全
条
例
、
群
馬

県
水
源
地
域
保
全
条
例
は
知
事
の「
立
入
調
査
」

を
規
定
し
、
特
に
群
馬
県
条
例
は
届
出
前
の
立

入
を
認
め
る
な
ど
の
強
化
が
図
ら
れ
て
い
る
。

地
下
水
採
取
規
制
型
で
は
、
命
令
違
反
、
無
許

可
採
取
、
届
出
違
反
等
に
対
す
る
罰
則
を
規
定

す
る
。 

Ⅵ　

今
後
の
検
討 

事
前
届
出
型
は
水
資
源
保
全
が
目
的
で
は
あ

る
が
、
ま
ち
づ
く
り
条
例
等
の
届
出
制
を
参
考

に
し
た
土
地
政
策
の
一
部
と
し
て
構
成
さ
れ
て

い
る
。
水
資
源
の
賦
存
、
利
水
状
況
等
は
把
握

さ
れ
ず
、
既
存
の
国
法
・
条
例
等
の
規
制
が
順

守
さ
れ
れ
ば
水
資
源
は
保
全
さ
れ
る
と
い
う
間

接
的
な
関
係
が
前
提
で
あ
る
。
各
指
定
地
域
で

具
体
的
に
適
用
さ
れ
る
国
法
・
条
例
は
そ
れ
ぞ

れ
異
な
る
が
、
水
資
源
保
全
に
実
効
性
の
あ
る

規
制
が
可
能
と
な
る
の
か
改
め
て
確
認
す
る
必

要
が
あ
る
。
そ
の
上
で
、
国
法
に
よ
る
地
域
指

定
等
の
変
更
の
ほ
か
、
条
例
独
自
の
手
法
の
整

備
も
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。そ
の
点
で
、

既
に
整
理
し
た
水
道
水
源
保
護
、
地
下
水
採
取

規
制
、
公
有
地
化
等
、
実
効
性
の
あ
る
手
法
の

条
例
化
は
改
め
て
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ

ら
を
す
べ
て
市
町
村
条
例
に
委
ね
る
の
か
、
都

道
府
県
条
例
で
備
え
る
か
が
問
題
と
な
る
が
、

水
資
源
賦
存
の
広
域
性
を
考
え
た
時
に
都
道
府

県
条
例
に
よ
る
規
制
も
否
定
さ
れ
る
べ
き
で
は

な
い
。
さ
ら
に
、
現
時
点
で
の
市
町
村
条
例
で

は
、
従
来
か
ら
の
地
下
水
量
保
全
の
採
取
規
制

が
継
続
し
て
い
る
が
、
森
林
買
収
に
対
す
る
防

御
の
み
な
ら
ず
、
複
合
型
に
見
ら
れ
る
よ
う
に

水
質
、
涵
養
も
含
め
た
水
資
源
の
多
様
な
側
面

か
ら
総
合
的
な
規
制
を
規
定
す
る
こ
と
も
考
え

る
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
財
源
確
保
等
の
新
た

な
手
法
の
検
討
も
必
要
で
あ
る
。 


